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7月16日は海の日。今回は、大分市の海岸線にスポットを当て、
人や貨物を運ぶ船や港の役割、景観を楽しめる

   海辺のサイクリングロードの魅力を紹介します。
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　大
分
市
の
海
岸
線
は
、
総
延
長
お
よ

そ
１
０
０
キ
ロ
㍍
。瀬
戸
内
海
の
西
端
、

別
府
湾
の
中
央
に
位
置
し
、
海
岸
線
の

大
部
分
を
占
め
る
大
分
港
は
、
豊
後
水

道
や
関
門
航
路
、
瀬
戸
内
海
の
海
上
交

通
の
要
衝
に
あ
り
ま
す
。
古
く
は
貿
易

港
と
し
て
栄
え
、
現
在
は
大
型
工
業
港

へ
と
変
貌
し
ま
し
た
。

　約
４
５
０
年
前
、
時
の
領
主
大
友
宗

麟
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
明
と
の
交
易
を

行
っ
た
由
緒
あ
る
港
で
、
当
時
は
我
が

国
で
も
有
数
の
貿
易
港
で
し
た
。

　大
友
氏
改
易
後
は
貿
易
も
衰
微
し
た

ま
ま
で
し
た
が
、時
代
の
要
求
に
よ
り
、

明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
近

代
港
湾
と
し
て
の
整
備
が
始
ま
り
、
こ

れ
を
契
機
と
し
て
急
速
に
阪
神
地
域
と

の
海
上
交
通
が
盛
ん
に
な
り
、
鉄
道
網

の
整
備
と
相
ま
っ
て
東
九
州
に
お
け
る

海
、
陸
の
接
点
と
し
て
重
要
な
地
位
を

占
め
る
に
至
り
ま
し
た
。

　戦
後
は
、
日
本
経
済
の
拡
大
に
対
応

す
る
た
め
、
昭
和
34
年
以
降
、
石
油
配

分
基
地
（
西
大
分
地
区
）、
木
材
積
出

埠
頭
用
地
（
住
吉
地
区
）
の
整
備
が
行

わ
れ
、
大
分
鶴
崎
臨
海
工
業
地
帯
の
造

成
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
39
年
の
大
分
地
区
新
産
業
都
市
の
指

定
な
ど
を
経
て
、
産
業
基
盤
の
整
備
が

着
実
に
進
め
ら
れ
、
近
代
的
な
大
型
工

業
港
と
し
て
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　平
成
６
年
に
は
輸
入
促
進
地
域
（
Ｆ

Ａ
Ｚ
）
に
指
定
さ
れ
、
平
成
８
年
、
そ

の
中
心
と
な
る
大
在
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
に
水
深
14
㍍
岸
壁
、
ガ
ン
ト
リ
ー

ク
レ
ー
ン
が
整
備
、
供
用
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　一
方
、
港
の
整
備
と
と
も
に
背
後
の

交
通
網
の
整
備
も
進
み
、
東
九
州
の
物

流
、
情
報
交
流
の
拠
点
と
し
て
大
型
流

通
業
務
団
地
の
整
備
、
九
州
横
断
自
動

車
道
や
東
九
州
自
動
車
道
の
整
備
な
ど

背
後
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向

上
し
て
い
ま
す
。

　近
代
的
な
大
型
工
業
港
で
あ
る
一

方
、
市
民
が
海
に
ふ
れ
あ
え
る
西
大
分

地
区
で
は
、
西
大
分
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
を
核
と
し
て
、
背
後
の
丘
陵
地
や

大
分
市
か
ら
別
府
市
に
か
け
て
の
海
岸

に
位
置
す
る
観
光
施
設
と
連
携
し
、
魅

力
的
な
に
ぎ
わ
い
空
間
を
創
造
す
る
取

り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
豊
か
な
漁
場
で
あ
る
別
府
湾

や
豊
後
水
道
に
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
国
ブ
ラ
ン
ド
の
関
あ
じ
・
関
さ
ば
を

は
じ
め
、
ブ
リ
や
イ
サ
キ
、
サ
ザ
エ
な

ど
と
い
っ
た
魚
介
類
が
水
揚
げ
さ
れ
、

全
国
各
地
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

分
市
の
海
岸
線
は
産
業
や
観
光
、
食
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
私
た
ち
の
生

活
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

ふ
と
う

南蛮屏風（右隻）〈部分〉神戸市立博物館蔵
大友宗麟の時代には、南蛮貿易で世界とつ
ながっていた。

高崎山自然動物園やうみたまご、田ノ
浦ビーチなど、海岸沿いには観光ス
ポットが集まっている。

大在地区のコンテナターミナルは、物流の
拠点として重要な役割を果たしている。

海
上
輸
送
と

R
O
R
O
船
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大分港大分港

九州圏と関東圏を
航路でつなぐ

九州圏と関東圏を
航路でつなぐ

長距離トラック輸送長距離トラック輸送 東京東京

モーダル
シフト
モーダル
シフト

九州

東海

甲信 関東

清水港清水港

九州と関東を結ぶ定期ＲＯＲＯ船航路。
３月から週１１便となり、九州で最多の便数を誇ります。
ここでは、ＲＯＲＯ船が運ぶ、貨物の行方を追います。

船には可動式の斜路があり、貨物を運転部分であるトレー
ラーヘッドで引っ張り、トレーラーごと乗り込む。

今年の３月から、九州と関東を結ぶ３航路の合計が週11便に増便
になり、九州内の港湾では博多、北九州を抜き九州一のRORO船
の拠点港になっている。

20トンのトレーラー160台が一度に運べ、大量の貨物を一気に運ぶこ
とでコストを抑えることも可能。

トレーラーヘッドが次々に貨物を運び入れる。船内では、貨物を積
んだ荷台だけを取り外す。

現在、商船三井フェ
リー㈱、川崎近海汽船
㈱、日本通運㈱の３社
が運航している。

海
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人
産
業

物

大分と海と物流

RORO船探訪記
　九
州
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
、旅
客
や

物
流
の
拠
点
と
し
て
も
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
持
つ
大
分
市
。現
在
、大
分
港
か
ら

は「
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」で
神
戸

港
へ
、佐
賀
関
港
か
ら
は「
国
道
九
四

フ
ェ
リ
ー
」で
三
崎
港
ま
で
旅
客
船
が
往

来
し
、船
舶
乗
降
人
員
は
年
間
２０
万
人

を
超
え
、
本
州
や
四
国
ま
で
多
く
の

人
を
運
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
大
分
市
の
港
は
、
九
州
の
物

流
の
拠
点
と
し
て
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
大
分
港
大
在
公
共

埠
頭
を
中
心
と
す
る
地
域
は
流
通
港

湾
・
港
湾
施
設
と
し
て
の
機
能
の
強
化

や
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
在

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
は
、
神
戸

港
の
ほ
か
、
韓
国
や
中
国
、
台
湾
な
ど

人
や
貨
物
を
運
ぶ
船
と

港
の
役
割

の
ハ
ブ
港
（
人
と
物
の
流
れ
が
結
節
す

る
港
）
を
経
由
す
る
定
期
コ
ン
テ
ナ
航

路
が
出
て
お
り
、
世
界
各
地
の
港
と
結

ば
れ
て
い
ま
す
。

　「近
畿
の
大
阪
、
中
部
の
名
古
屋
、

関
東
の
東
京
な
ど
、
海
を
通
り
日
本

の
都
市
圏
ま
で
を
つ
な
い
だ
直
線
距

離
は
、
九
州
で
は
大
分
市
の
港
か
ら

が
一
番
近
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

日
本
の
物
流
を
考
え
る
と
、
距
離
が

短
い
と
い
う
こ
と
は
コ
ス
ト
を
抑
え

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
近
年
、

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
陸
路
で
の
輸
送
を
、

地
球
に
優
し
く
、
大
量
輸
送
が
可
能

な
海
路
や
鉄
道
に
転
換
さ
せ
よ
う
と

い
う
『
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
』
へ
の
取

り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
加
味
し
、
経
済
的
な
合
理
性
を

考
え
る
と
、
大
分
市
の
港
は
九
州
の
ど

こ
も
持
ち
得
て
い
な
い
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
り
、
今
後
は
と
て
も
魅
力

の
あ
る
場
所
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
」

と
、「
九
州
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
の

拠
点
化
戦
略
会
議
」
大
分
港
大
在
地
区

部
会
長
の
横
山
研
治
さ
ん
。
貿
易
取
引

に
関
す
る
貿
易
実
務
を
専
門
分
野
と

し
て
い
る
た
め
、
県
の
長
期
経
済
計

画
立
案
・
推
進
に
際
し
て
の
港
で
の

流
通
・
物
流
に
関
す
る
委
員
も
務
め

て
い
ま
す
。

　「R
O
R
O
船
（
ロ
ー
ル
オ
ン・ロ
ー

ル
オ
フ
船
の
略
）
の
運
航
は
そ
う
い
っ

た
意
味
で
は
起
爆
剤
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
R
O
R
O
船
の
利
用
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
増
や
し
て
い
く
と
い

う
課
題
も
残
っ
て
い
ま
す
。
九
州
内
の

荷
物
を
大
分
市
に
集
め
る
強
み
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
強
化

し
、
大
分
港
の
利
用
貨
物
の
増
加
を
目

指
す
と
同
時
に
、
物
が
そ
こ
に
集
積
す

る
こ
と
で
付
帯
的
な
施
設
や
産
業
、
そ

し
て
雇
用
が
生
ま
れ
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
に
向
け
て
、
長
期
的
な
プ
ロ
セ
ス
を

持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
地

理
的
、
環
境
的
に
は
、
大
分
市
は
と
て

も
優
位
な
立
場
に
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

続
け
て
い
け
ば
必
ず
実
現
の
方
向
へ
向

か
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

　物
流
拠
点
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
大
分
港
。
平
成
27
年
港

湾
取
扱
貨
物
量
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
全

港
湾
中
第
12
位
で
す
。
東
九
州
自
動
車

道
の
北
九
州
〜
宮
崎
間
も
全
線
開
通

し
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
や
宮
崎
自
動

車
道
と
と
も
に
、
循
環
型
高
速
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
く

中
、
大
分
港
が
持
つ
可
能
性
に
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ロ
ー

佐賀関港から愛媛県の三崎港までを結
ぶ「国道九四フェリー」

大分港大在地区部会長
横山 研治 さん

（立命館アジア太平洋大学 副学長）
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大分港大分港

九州圏と関東圏を
航路でつなぐ

九州圏と関東圏を
航路でつなぐ

長距離トラック輸送長距離トラック輸送 東京東京

モーダル
シフト
モーダル
シフト

九州

東海

甲信 関東

清水港清水港

九州と関東を結ぶ定期ＲＯＲＯ船航路。
３月から週１１便となり、九州で最多の便数を誇ります。
ここでは、ＲＯＲＯ船が運ぶ、貨物の行方を追います。

船には可動式の斜路があり、貨物を運転部分であるトレー
ラーヘッドで引っ張り、トレーラーごと乗り込む。

今年の３月から、九州と関東を結ぶ３航路の合計が週11便に増便
になり、九州内の港湾では博多、北九州を抜き九州一のRORO船
の拠点港になっている。

20トンのトレーラー160台が一度に運べ、大量の貨物を一気に運ぶこ
とでコストを抑えることも可能。

トレーラーヘッドが次々に貨物を運び入れる。船内では、貨物を積
んだ荷台だけを取り外す。

現在、商船三井フェ
リー㈱、川崎近海汽船
㈱、日本通運㈱の３社
が運航している。

海
上
輸
送
と

R
O
R
O
船

人
産
業

物

大分と海と物流

RORO船探訪記
　九
州
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
、旅
客
や

物
流
の
拠
点
と
し
て
も
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
持
つ
大
分
市
。現
在
、大
分
港
か
ら

は「
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」で
神
戸

港
へ
、佐
賀
関
港
か
ら
は「
国
道
九
四

フ
ェ
リ
ー
」で
三
崎
港
ま
で
旅
客
船
が
往

来
し
、船
舶
乗
降
人
員
は
年
間
２０
万
人

を
超
え
、
本
州
や
四
国
ま
で
多
く
の

人
を
運
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
大
分
市
の
港
は
、
九
州
の
物

流
の
拠
点
と
し
て
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
大
分
港
大
在
公
共

埠
頭
を
中
心
と
す
る
地
域
は
流
通
港

湾
・
港
湾
施
設
と
し
て
の
機
能
の
強
化

や
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
在

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
は
、
神
戸

港
の
ほ
か
、
韓
国
や
中
国
、
台
湾
な
ど

人
や
貨
物
を
運
ぶ
船
と

港
の
役
割

の
ハ
ブ
港
（
人
と
物
の
流
れ
が
結
節
す

る
港
）
を
経
由
す
る
定
期
コ
ン
テ
ナ
航

路
が
出
て
お
り
、
世
界
各
地
の
港
と
結

ば
れ
て
い
ま
す
。

　「近
畿
の
大
阪
、
中
部
の
名
古
屋
、

関
東
の
東
京
な
ど
、
海
を
通
り
日
本

の
都
市
圏
ま
で
を
つ
な
い
だ
直
線
距

離
は
、
九
州
で
は
大
分
市
の
港
か
ら

が
一
番
近
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

日
本
の
物
流
を
考
え
る
と
、
距
離
が

短
い
と
い
う
こ
と
は
コ
ス
ト
を
抑
え

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
近
年
、

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
陸
路
で
の
輸
送
を
、

地
球
に
優
し
く
、
大
量
輸
送
が
可
能

な
海
路
や
鉄
道
に
転
換
さ
せ
よ
う
と

い
う
『
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
』
へ
の
取

り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
加
味
し
、
経
済
的
な
合
理
性
を

考
え
る
と
、
大
分
市
の
港
は
九
州
の
ど

こ
も
持
ち
得
て
い
な
い
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
り
、
今
後
は
と
て
も
魅
力

の
あ
る
場
所
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
」

と
、「
九
州
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
の

拠
点
化
戦
略
会
議
」
大
分
港
大
在
地
区

部
会
長
の
横
山
研
治
さ
ん
。
貿
易
取
引

に
関
す
る
貿
易
実
務
を
専
門
分
野
と

し
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る
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め
、
県
の
長
期
経
済
計

画
立
案
・
推
進
に
際
し
て
の
港
で
の

流
通
・
物
流
に
関
す
る
委
員
も
務
め

て
い
ま
す
。

　「R
O
R
O
船
（
ロ
ー
ル
オ
ン・ロ
ー

ル
オ
フ
船
の
略
）
の
運
航
は
そ
う
い
っ

た
意
味
で
は
起
爆
剤
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
R
O
R
O
船
の
利
用
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
増
や
し
て
い
く
と
い

う
課
題
も
残
っ
て
い
ま
す
。
九
州
内
の

荷
物
を
大
分
市
に
集
め
る
強
み
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
強
化

し
、
大
分
港
の
利
用
貨
物
の
増
加
を
目

指
す
と
同
時
に
、
物
が
そ
こ
に
集
積
す

る
こ
と
で
付
帯
的
な
施
設
や
産
業
、
そ

し
て
雇
用
が
生
ま
れ
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
に
向
け
て
、
長
期
的
な
プ
ロ
セ
ス
を

持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
地

理
的
、
環
境
的
に
は
、
大
分
市
は
と
て

も
優
位
な
立
場
に
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

続
け
て
い
け
ば
必
ず
実
現
の
方
向
へ
向

か
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

　物
流
拠
点
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
大
分
港
。
平
成
27
年
港

湾
取
扱
貨
物
量
ラ
ン
キ
ン
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で
は
、
全

港
湾
中
第
12
位
で
す
。
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九
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自
動
車
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の
北
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〜
宮
崎
間
も
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通

し
、
九
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縦
貫
自
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車
道
や
宮
崎
自
動

車
道
と
と
も
に
、
循
環
型
高
速
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
く

中
、
大
分
港
が
持
つ
可
能
性
に
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ロ
ー
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大分港大在地区部会長
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風光明媚な大分市の海岸線も、市の大きな魅力の一つです。
ここでは、潮風を受けながら美しい景観を楽しめる、
海岸沿いのサイクリングロードを紹介します。

真っすぐに延びた道が、軽便鉄道のなごり。

軽便鉄道が通っていたトンネルも走
ることができる。 岩に打ち付ける波も間近に。天気が良い日は、海の向こう

に四国が見える。

当時は、この場所に軽便
鉄道が走っていた。

海
が
一
望
で
き
る

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

海
道

観

さがのせきサイクリングロード

潮風さわやかシーサイドルート
　東
別
府
か
ら
西
大
分
ま
で
、
国
道
10

号
（
別
大
国
道
）
沿
い
に
設
置
さ
れ
た
、

約
７
キ
ロ
㍍
の
歩
行
者
・
自
転
車
道
の

「
潮
風
さ
わ
や
か
シ
ー
サ
イ
ド
ル
ー

ト
」。
山
と
海
を
眺
め
な
が
ら
走
る
こ

と
が
で
き
る
海
岸
沿
い
の
ル
ー
ト
で

す
。道
沿
い
に
あ
る
田
ノ
浦
ビ
ー
チ
は
、

夏
場
は
海
水
浴
場
と
し
て
も
に
ぎ
わ
う

ス
ポ
ッ
ト
で
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
途
中

で
休
憩
を
取
る
人
も
。
ビ
ー
チ
中
央
の

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
は
、
専
用
の
自
転

車
置
き
場
が
あ
り
、「
サ
イ
ク
ル・ハ
ブ
」

と
呼
ば
れ
る
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し

む
人
に
優
し
い
施
設
に
な
っ
て
い
ま

す
。西
大
分
地
区
の
か
ん
た
ん
港
園
は
、

海
を
一
望
で
き
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
人

気
で
す
。
別
府
湾
を
背
景
に
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「
大
分
市
景
観
計
画
」
に
お
い
て
重
点

地
区
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

先
導
的
な
景
観
形
成
の
役
割
を
担
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
休
日
に
な

る
と
、
美
し
い
海
岸
線
の
景
色
を
バ
ッ

ク
に
、
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
す
人

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

山
の
緑
と
海
の
青

豊
か
な
自
然
を
体
感

　も
う
一
つ
、
海
岸
線
を
楽
し
め
る

ル
ー
ト
が
「
さ
が
の
せ
き
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
」。
こ
こ
は
、
昭
和
38
年
ま

で
運
行
し
て
い
た
軽
便
鉄
道
の
廃
線
敷

を
使
っ
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
で

す
。
真
っ
す
ぐ
に
延
び
た
道
や
海
岸
線

に
沿
っ
た
道
、
当
時
の
ま
ま
の
ト
ン
ネ

ル
や
橋
な
ど
を
走
れ
ば
、
ひ
と
昔
前
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
気
分
。
途
中
に

は
、
サ
イ
ク
ル
・
ハ
ブ
の
「
道
の
駅
さ

が
の
せ
き
」
も
あ
り
ま
す
。

　道
の
駅
か
ら
東
は
海
岸
線
が
続
き
、

眼
下
に
広
が
る
海
と
、
波
の
音
、
潮
の

香
り
を
感
じ
な
が
ら
ペ
ダ
ル
を
こ
げ
ば
、

気
分
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
佐
賀
関
港
ま
で

走
れ
ば
、
国
道
九
四
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て

愛
媛
県
へ
行
く
こ
と
も
で
き
、
上
級
者

に
な
る
と
大
分
市
か
ら
四
国
の
し
ま
な
み

海
道
ま
で
、
自
転
車
と
フ
ェ
リ
ー
で
行
き

来
す
る
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

　今
回
ご
紹
介
し
た
、
市
内
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
が
掲
載
さ
れ
た
「
お
お
い
た

自
転
車
マッ
プ
」
は
、
都
市
交
通
対
策
課

（
本
庁
舎
７
階
　☎５
３
７
・
５
６
９
０
）

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
人
は
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

鉄
道
の
廃
線
敷
と

潮
風
香
る
海
沿
い
を

走
る

Cycling
Spots

めいび

サイクリングスポット
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で
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に
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・
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と
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と
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る
海
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沿
い
の
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ト
で

す
。道
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に
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る
田
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浦
ビ
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場
は
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浴
場
と
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て
も
に
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、
サ
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の
途
中

で
休
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を
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る
人
も
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の
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に
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、
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に
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に
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が
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、
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や
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エコな未来を体験

世界的な音楽家たちが躍動

ドキドキのデビュー。
大分の歴史や文化を紹介！

　６月の環境月間行事の一環として、ガレリア竹町ドーム
広場で「大分市環境展」が開催されました。大分の生き物の
展示や環境に関するクイズ、ステージイベント、スタンプ
ラリーなどが行われ、訪れたおよそ5,400人が楽しんでい
ました。各コーナーを巡って、環境について楽しく考えるこ
とができる一日となりました。

　マルタ・アルゲリッチ総監督の企画・指揮のもと開催された「別
府アルゲリッチ音楽祭」。市内では、５月23～25日にiichiko総合文
化センターと県立美術館で公演が行われました。20回記念を迎え
た音楽祭で観客を魅了する多彩な音色を披露したアルゲリッチ。
およそ1,750人の歓声とともに「Felicidades! viva MARTHA!(お
めでとう、万歳 マルタ！)」の横断幕が上がるなど、会場が一体と
なって20周年を祝いました。また、５月21日には市主催の「どこで
もコンサート」が別府アルゲリッチ音楽祭連携事業として初開催。
稙田市民行政センターに音楽祭ゆかりの演奏家である後藤秀樹
さんと田村朋弘さんが登場し、美しい音色を響かせました。

　歴史的文化遺産の魅力を伝える市初の公式子どもガイ
ド「FUNAIジュニアガイド」が、5月26日にデビュー
しました。昨年実施した「FUNAIジュニア検定」に合
格し、研修を受けた子どもたち。初めは緊張した様子で
したが、学んだことをイベント参加者に一生懸命伝えて
いました。今後は歴史関連イベントや国民文化祭、全国
障害者芸術・文化祭などでの活動も予定しています。ぜ
ひ、応援してください!

気になる大分市の話題を紹介

©Rikimaru Hottaiichiko総合文化センター

どこでもコンサート 県立美術館
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フェンシング世界選手権（無
むしゃく

錫大会）合同事前キャンプ

6月に行われた市民意見交換会の内容を踏まえ、大分駅
北側大分パルコ跡地に整備予定の「祝祭広場」の設計が
まとまりましたので、設計の内容について、市民説明会
を開催します。対象は、市内在住または通勤、通学して
いるすべての人です。

ごみ収集情報の通知
や市ホームページの
新着情報を受け取れ
るほか、公共施設や観
光施設へのルートを
検索し、たかもんが案
内してくれる「おおい
たマップなび」などが
利用できます。以下の
ＱＲコードからダウンロードしてください。詳しくは、市
ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

祝祭広場市民説明会

市公式アプリをご利用ください

市民共有の財産を目指して
設計内容をお伝えします

暮らしに！観光に！
情報を手軽に入手しよう

7月19日㈭～27日㈮に中国無
錫市で開催されるフェンシング
世界選手権の事前キャンプを行
います。見学は自由に出来ます
が、練習を行わない日がありま
すので、見学を希望する人は電
話でご確認ください。

問 ラグビーワールドカップ・東京オリンピック・
　 パラリンピック推進局　☎574-6530 問 まちなみ企画課　☎585-6004

問 情報政策課　☎537-5606

世界レベルの技術を
間近で見るチャンス！

⃝期間：7月4日㈬～16日㈪
　　　　※時間はお問い合わせください。
⃝場所：コンパルホール５階　体育室
⃝参加国： 日本、アメリカ、イタリア、ロシア、ウクライナ　ほか

（予定）

⃝日時：7月14日㈯　午後１時～３時
⃝場所：コンパルホール３階　多目的ホール
⃝定員：300人（当日先着順）

おおいたナビ

お知らせ

お知らせ

お知らせ

※完成イメージ

幕末の日本三大本草学者の一人である賀
か く

来飛
ひ か

霞の写生図
など、およそ20点の作品を展示します。また、展示解説講
座を８月５日㈰午後２時から行います。事前申し込みは不
要で、講座参加者は観覧料が無料になります。

テーマ展示Ⅱ「いきものばかり 資料にみる小さな生き物」

小さな生き物に愛着を持って
描かれた作品に注目！

問 歴史資料館　☎549-0880

⃝会期：7月14日㈯～9月３日㈪
⃝開館時間：午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
⃝休館日： ７月17日㈫・23日㈪・30日㈪、８月７日㈫・13日

㈪・20日㈪・27日㈪
⃝�観覧料： 大人…200円（20人以上の団体150円）、高校生…

100円（20人以上の団体50円）、中学生以下と身
体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手
帳の提示者（介護者含む）…無料

イベント

賀来飛霞動植物写生図（スイレンに川魚・川エビ・川ガニ図）
大分市歴史資料館所蔵

iOS版 Android版
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リニューアルする市営駄原総合
運動公園のネーミングライツ・
パートナー（命名権者）募集
▪契約期間：2018年11月1日～2022年

3月31日
▪対象：法人
▪募集要項配布期限：7月31日㈫
▪募集期間：8月15日㈬～31日㈮
▪その他：通称の条件やネーミングライ

ツ料など詳しくは、スポーツ振興課（本
庁舎5階）に備え付けの募集要項（市ホ
ームページでダウンロードも可）をご
覧になるか、同課（☎537-5650）へ。

ラジオ体操・みんなの体操会
◎ラジオ体操・みんなの体操講習会
▪日時：7月21日㈯　⃝一般講習…午

前10時～11時30分　⃝指導者講習
…午後1時～4時
▪場所：コンパルホール3階　多目的

ホール
▪講師：長野 信一氏（NPO法人全国ラ

ジオ体操連盟副理事長）
▪定員：各100人（先着順）
▪申込み：はがきまたはファクスに、住

所、氏名（ふりがな）、性別、電話番号、
講習名を記入し、7月13日㈮〈必着〉
までに保健所健康課（〒870-8506　
荷揚町6-1　 532-3250）へ。

◎ラジオ体操・みんなの体操会
▪日時：7月22日㈰　午前6時～6時45分
▪場所：野津原市民センター　西側広場
　（雨天時は野津原公民館）
問　保健所健康課（☎536-2562）

特別支援教育講演会
▪日時：8月3日㈮　午後1時30分～4時
（開場は午後1時～）
▪場所：コンパルホール　文化ホール
▪演題：障がいのある子どもたちの自

立とこれからを考える～当事者とし
て親として～
▪講師：元村 祐子氏〈(一社)U

ア ン バ ラ ン ス

nBalance代
表理事〉
▪定員：500人（当日先着順）
▪その他：未就学児の無料託児あり（生

後6カ月～、事前予約制先着10人程度）
▪申込み・問　託児は電話で、7月1日

㈰～20日㈮に市教育センター（☎533-
7744）へ。

イベント
無料

無料

第29回豊の国ねんりんピック
参加者募集
◎三世代交流健康マラソン大会
▪月日：9月23日㈰
▪場所：大洲総合運動公園裏川周辺
▪対象：小学5・6年生、40歳以上（昭和

53年9月24日以前生まれ）の人　
▪種目：①80歳以上（男子）　②70歳～79

歳（男子）　③60歳～69歳（男子）　④
60歳以上（女子）　⑤50歳～59歳（男女）　
⑥40歳～49歳（男女）　⑦小学5・6年生

　※小学生は2km、それ以外は3.4km
◎ゴルフ交流大会
▪月日：10月23日㈫
▪場所：別府の森ゴルフ倶楽部
▪対象：⃝男性…昭和34年4月1日以前

に生まれた人　⃝女性…昭和39年4
月1日以前に生まれた人
▪定員：200人（多数時は抽選）
▪競技方法：個人戦（18ホールストロ

ークプレー、ダブルペリア方式）、セ
ルフプレー

※女性参加者多数の場合、女子の部あり
▪参加料：10,000円（プレー料金など）
▪申込み・問　長寿福祉課（本庁舎1階

⑭番窓口）に備え付けの申込書（市ホ
ームページでダウンロードも可）に記
入し、7月18日㈬までに同課（☎537-
5747）へ。

第21回陶芸祭作品募集
①一般作品
▪応募規定：1人1点（素焼き済みのもの

で、23cm×23cm×23cm以内に限る）
▪募集作品数：160点（多数時は抽選）
▪費用：510円（焼成料金）
▪作品持込日：9月22日㈯
②子ども作品
▪応募規定：1人1点（完成品に限る）
▪対象：中学生以下
▪作品持込日：9月30日㈰
▪持込場所：河原内くすのきホール（大

字河原内）
▪その他：持込みには事前申込みが必

要です。
▪申込み・問　はがき（1人1枚）またはフ

ァクス、Eメールで、①は住所、氏名、
年齢、電話番号を記入し、7月25日㈬

〈必着〉まで、②は住所、氏名、年齢、学
校、学年、電話番号を記入し、9月5日
㈬〈必着〉までに社会教育課（第2庁舎　
☎537-5649　 532-8102　 syak
aikyoiku@city.oita.oita.jp）へ。

無料

無料

後期高齢者医療被保険者証など
を送付します
①新しい保険証の送付
　後期高齢者医療の新しい保険証を7
月中旬に送付します。8月以降は新し
い保険証を使ってください。有効期限
は、2019年7月31日です。新しい保険
証は緑色です。
②30年度保険料額決定通知書等の送付
　7月中旬に決定通知書等を送付しま
す。保険料の納め方は、通知書内の「期別

（徴収月別）保険料額」をご覧ください。
問　国保年金課（☎537-5736）

親子で体験！森林セラピー in
平成森林公園参加者募集
▪月日：①7月28日㈯　②8月5日㈰
▪時間：午前9時～午後1時30分
▪場所：平成森林公園セラピーロード
（野津原）〈集合は県民の森キャンプ
場管理事務所〉
▪対象：市内居住の小学生とその保護者
▪定員：各30組（多数時は抽選）
▪申込み・問　はがきまたは市ホーム

ページの専用フォームに、イベント
名、子どもの氏名（ふりがな）・学年・
性別、参加する保護者の氏名・住所・
電話番号、希望日を記入し、①は7
月17日㈫〈必着〉まで、②は7月23日
㈪〈必着〉までに林業水産課（本庁舎　
☎585-6013）へ。

フリーマーケット出店者募集
▪日時：8月5日㈰　午前10時～午後1時
　（雨天中止）
▪対象：市内・由布市居住の個人または

グループ（販売業者、専門業者、高校
生以下のみの参加は不可）
▪出店商品：日用雑貨、衣類、おもちゃ、

スポーツ用品などで、使用可能なも
の（食品、動・植物、危険物、違法コピ
ー商品などは不可）
▪募集店数とスペース：55店（多数時

は抽選）　3m×3m程度
▪申込み・場所・問　往復はがきに、代

表者の住所・氏名・年齢・電話番号、参
加人数、出店内容（商品の種類と数）
を記入し、7月20日㈮〈必着〉までに
大分エコライフプラザ（〒870-1205　
大字福宗618　☎588-1410）へ。

募集
無料

無料

大分市災害時多言語通訳サービス（Oita City Multilingual Disaster Distress Call Center）
災害時における外国人や訪日観光客とのコールセンターを通じた通訳サービスを提供しています。対応言語や利用方法など詳しくは、市ホーム
ページをご覧ください。（The City of Oita provides interpreting services via a call center for foreign residents and tourists to help with 
communication in times of disaster. Please refer to the City of Oita homepage for further details.） 問国際化推進室（☎537-5719）
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30年度国民年金保険料免除申請
は7月2日㈪から受け付けます
　国民年金保険料の納付が困難な場合
は、保険料の免除制度がありますので
ご利用ください。免除を受けている人
で、7月以降も免除を希望する場合は、
再度申請が必要です。
　ただし、29年度に全額免除・納付猶
予を承認された人で、「継続審査」を希
望した人は、申請の必要はありません。
　なお、失業等による特例免除承認者
は、30年度も申請が必要です。
▪申請場所：国民年金室（本庁舎1階⑩

番窓口）または各支所、本神崎・一尺
屋連絡所
問　国民年金室（☎537-5617）

介護保険負担割合証を送付します
　要介護・要支援等の認定者には、介護
保険サービスを利用する際の自己負担
割合を記載した負担割合証を送付して
います。現在交付している負担割合証
の有効期限は7月31日㈫までとなって
います。改めて前年の所得に基づいて
判定を行い、7月中旬に負担割合証を
交付し郵送します。申請は不要です。
　8月1日以降に介護保険サービスを
利用するときは、新しい負担割合証を
サービス事業所に提示してください。
問　長寿福祉課（☎537-5742）

8月から使用する国民健康保険
被保険者証（薄い赤色）を7月中
旬に簡易書留で郵送します
　簡易書留は、原則、宛先人への手渡し
です。不在の場合は「不在連絡通知書」
がポストなどに入ります。
◎8月～2019年7月に75歳となる人へ
　誕生日前日まで有効の被保険者証を送
ります。誕生日から使用する後期高齢者
医療被保険者証は、誕生日の前月に後期
高齢者医療広域連合から郵送されます。
◎退職者医療制度に該当し、8月2日～

2019年7月1日に65歳となる人へ
　誕生月の月末（1日生まれの人は前
月末）まで有効の被保険者証を送りま
す。誕生月の翌月から使用する被保険
者証は、誕生月の月末（1日生まれの人
は前月末）までに郵送します。
問　国保年金課（☎537-5736）

送付と振込

国保年金課からのお知らせ
（①・②☎537-5735  ③537-5736）

①限度額適用認定証、限度額適用・標準
負担額減額認定証の申請は7月24日
㈫から

　現在発行している認定証は、7月31
日㈫で有効期限が切れます。入院など
で必要な人は、新たに申請してくださ
い。
▪申請時間：午前8時30分～午後6時
　（本庁舎以外は午後5時15分まで）
▪申請場所：国保・後期高齢者医療窓口
（本庁舎1階⑨番窓口）、各支所、本神
崎・一尺屋連絡所
▪対象：国民健康保険加入者で、国民健

康保険税が完納世帯の人
※70歳以上で下記②区分「一般」「現役

並み所得者Ⅲ」の人は認定証は不要
です。
▪申請に必要なもの：国民健康保険被保

険者証、長期入院該当者（申請月以前
の12カ月間に非課税期間の入院日数
が90日を超えている場合）は病院など
が発行する領収書など、本人のマイナ
ンバーカードまたは通知カード、本人
確認書類（運転免許証など）

②70歳以上の高額療養費の自己負担
限度額が変わります

　8月から、市民税課税世帯の自己負
担限度額が変わります。なお、市民税非
課税世帯および70歳未満の人の限度
額は変わりません。

区分
8月からの自己負担限度額

外来 外来＋入院

現役並み所得者Ⅲ
（市民税課税所得

690万円以上）

252,600円＋（総医療費
－842,000円）×1％

〈140,100円〉※

現役並み所得者Ⅱ
（市民税課税所得

380万円以上）

167,400円＋（総医療費
－558,000円）×1％

〈93,000円〉※

現役並み所得者Ⅰ
（市民税課税所得

145万円以上）

80,100円＋（総医療費
－267,000円）×1％

〈44,400円〉※

一般
（市民税課税所得

145万円未満）

18,000円
（年間  　

144,000 
円上限）

57,600円
〈44,400円〉

※

※ひとつの世帯で、過去12カ月間に4
月以上、世帯の限度額に達するとき
の4回目からの限度額。

③国民健康保険（国保）税の特別徴収
　10月から特別徴収（年金天引き）と
なる世帯主には、7月中旬に「国保税特
別徴収額決定通知書」を送付します。

障害福祉課からのお知らせ
（☎537-5786）

①身体障害者手帳（視覚障害）の認定基
準などが変わります

　7月1日以降に作成された診断書を
添付した申請から、新たな認定基準の
対象になります。
②7月2日㈪から東部・西部保健福祉セ

ンターで各種障がい福祉サービスが
申請できます
▪対象：●療育手帳・精神障害者保健福

祉手帳の申請および交付　●自立支
援医療費の申請　●障がい者食の自
立支援事業の申請

※詳しくは、お問い合わせください。

インターネットで
差押不動産を一括公売します
①大字上宗方字谷尻1663番外2筆
▪土地…⃝地目：宅地  ⃝総地積：2,147㎡
▪建物…⃝構造：鉄骨造　⃝種類：旅館
▪見積金額…25,360,000円
②原新町353番地 
▪建物名…豊国スカイマンション大分

105号　⃝構造：鉄骨造　⃝種類：店舗
▪見積金額…5,700,000円
▪参加申込期間：7月5日㈭午後1時～23

日㈪午後11時　※申込みには保証
金が必要です。
▪入札期間：7月30日㈪午後1時～8月

6日㈪午後1時　※詳しくは、市ホー
ムページをご覧ください。売却を中
止する場合もあります。
問　納税課（☎537-5732）

大友氏館跡
庭園遺構整備工事を行います
　2020年4月の一般公開に向けて、7
月から池や中島、植栽、築山などの整備
を始めます。また、秋には整備工事の様
子を見学するイベントも予定していま
す。詳しくは、市ホームページをご覧に
なるか、文化財課（☎537-5639）へ。

お知らせ

大友氏館跡庭園整備イメージ図
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米粉を使った料理教室
◎米粉でクッキング！料理教室

場所 月日
公設地方卸売
市場（豊海）

9月6日、10月4日、11月1日
（木曜日・全3回）

稙田公民館 9月26日、10月24日、11月28日
（水曜日・全3回）

鶴崎公民館 9月11日、10月9日、11月13日
（火曜日・全3回）

▪時間：午前10時～午後2時
▪対象：市内に居住・通勤している18歳

以上の男女
▪定員：各会場25人（多数時は抽選）
▪参加料：1,500円（材料費・全3回分）
▪申込み・問　農政課（本庁舎8階）に備

え付けの申込書（市ホームページで
ダウンロードも可）に記入し、7月2日
㈪～27日㈮に同課（☎537-7025）へ。

◎夏休みキッズ米粉料理教室
▪日時：8月1日㈬　午前9時30分～午

後1時
▪場所：公設地方卸売市場　調理実習室
▪内容：米粉を使ってニョッキ、パンプ

キンスープ、ドーナツを作る
▪対象：5歳～小学6年生の子どもとそ

の保護者
▪定員：15組程度(多数時は抽選)
▪参加料：1人500円（材料費）
▪申込み・問　往復はがきに、住所、参加

者全員の氏名・年齢、電話番号を記入
し、7月2日㈪～13日㈮〈必着〉に、農政課
(〒870-8504　 荷 揚 町2-31　 ☎537-
7025)へ。

季節の酵素シロップ講座
▪日時：7月28日㈯　午前10時～正午
▪講師：米澤 陽子氏（タオ・オーガニッ

ク・キッチン代表）
▪対象：小学生以上（中学生以下は保護

者同伴）
▪定員：10人（多数時は抽選）
▪参加料：4,320円（材料費）
▪持参品：エプロン、瓶（4L)など
▪申込み・場所・問　電話またはファク

ス、Eメールで、住所、氏名、電話番号、
参加人数、講座名を、7月8日㈰～15
日㈰に平和市民公園能楽堂（☎551-
5511　 551-5512　 info@noga
ku.jp）へ。

第6回ふれあい歴史体験講座
「土の鈴作り」
▪日時：7月14日㈯　午前9時30分～、

午後2時～
▪定員：各50人（先着順）
▪参加料：70円（材料費）
▪申込み・場所・問　電話で、7月4日㈬

から歴史資料館（☎549-0880）へ。

海部古墳資料館
「勾

ま が

玉
た ま

作りに挑戦」
▪日時：7月22日㈰　午前10時～正午
▪対象：小学3年生以上（保護者同伴可）
▪定員：30人（先着順）
▪参加料：270円（材料費）
▪申込み・場所・問　電話で、7月1日㈰

～21日㈯に海部古墳資料館（大字里　
☎524-2300）へ。

親と子で楽しむカヌー教室
▪日時：①7月29日㈰　午前9時～11時
　②8月18日㈯　午前9時～正午
▪場所：①ハウス大分川（舞鶴橋下流）　

②リバーパーク犬飼
▪対象：小・中学生とその保護者
▪定員：各20人程度（先着順）
▪受講料：大人…2,500円　子ども…

2,000円
▪申込み・問　電話で、7月1日㈰から市カ

ヌー協会 藤原（☎545-7662）へ。

赤十字救急法等講習会
コース 日時

① 赤十字救急法基
礎講習会

7月11日㈬、9月7日㈮
午前9時～午後3時

② 赤十字救急法救
急員養成講習会

●7月12日㈭・13日㈮
●9月8日㈯・9日㈰
午前9時～午後5時30分

③ 乳 幼 児 の 応 急・
救命手当講習会

9月12日㈬
午前10時～正午

④ 高齢者の健康・安
全サポート講習会

9月25日㈫・26日㈬
午前9時30分～午後5時

※③は託児あり（保険料100円）
▪対象：15歳以上（②は基礎講習修了

者）
▪定員：①・②…各30人　③・④…各20人
▪受講料：①1,500円　②1,700円
　③無料　④900円
▪その他・問　応募方法など詳しくは、

日赤大分県支部（千代町二丁目　☎
534-2237）へ。

街の ホ
ッ
ト情報

ゲートキーパー 
養成研修会
▪月日・場所：●8月1日㈬…保健所6階　

大会議室　●8月8日㈬…鶴崎市民行
政センター2階　大会議室
▪時間：午後1時30分～3時45分（受付

は午後1時～）
▪定員：各100人（先着順）
▪内容：講演「地域の住民だからこそで

きる自殺予防」ほか
▪講師：関根 剛氏（県立看護科学大学

准教授）ほか
▪申込み・問　電話またはファクスで、

氏名、電話番号、希望日を、7月2日㈪
～20日㈮に保健所保健予防課（☎
536-2852　 532-3356）へ。

応急手当普及員講習
▪日時：8月4日㈯～6日㈪〈全3回〉
　午前8時30分～午後5時15分
▪場所：消防局4階　講堂
▪定員：50人（先着順）　
▪申込み・問　電話で、7月1日㈰～31日

㈫に消防局警防課（☎532-2199）、
中央消防署（☎532-2108）、東消防
署（☎527-2721）、南消防署（☎586-
1230）へ。

南大分スポーツパーク
「いきいき健康講座」

①ストレッチ講座（後期）
▪期間・時間：9月～11月（火曜日・全8回）
　午後3時30分～4時30分
▪対象：市内に居住・通勤している18

歳以上の男女　※高校生は不可
▪定員：50人（多数時は抽選）
▪受講料：2,000円
②高齢者いきいきフィットネス講座
（後期）
▪期間・時間：9月～11月（水曜日・全10

回）　午前9時30分～11時30分
▪対象：市内に居住・通勤している60

歳以上の男女
▪定員：50人（多数時は抽選）
▪受講料：2,500円
▪持参品：運動できる服装、タオル、室

内シューズ、ストレッチ用マット（①
のみ）など
▪申込み・問　南大分体育館に備え付

けの申込書（市ホームページでダウ
ンロードも可）に記入し、7月31日㈫
までに同館（☎546-7010）へ。

　※市ホームページで電子申請も可。

無料

無料

【5月末日現在】

大分市の面積と人口
※（　）は前月比

面　積 502.38㎢ 人　口 478,889人（＋211）〈住民基本台帳人口〉

男 229,985人（＋64） 女 248,904人（＋147） 世帯数 219,912世帯（＋281）

米粉ニョッキ（トマトクリームソース）
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初心者狩猟講習会
▪月日：①わな猟…7月16日㈪　②第一

種・第二種銃猟…7月21日㈯・22日㈰
▪時間：午前10時～午後4時30分　
▪場所：①県林業会館（大字古国府）
　②県猟友会会議室（顕徳町）
▪内容：法令、狩猟鳥獣の判別、猟具の

取り扱い、実技
▪受講料：①8,000円  ②各1万2,000円
▪申込み：直接7月3日㈫に市猟友会（顕

徳町二丁目6-13　☎538-1042）へ。
▪その他・問　市内居住の農林水産物

を生産する者がわな猟を受講し、試
験に合格した場合は、市が受講料を
助成します。詳しくは、林業水産課

（☎585-6021）へ。

市民図書館夏休みイベント
◎調べ学習講座
▪日時：①7月28日㈯　午前10時～正

午　②7月21日㈯、8月18日㈯〈全2
回〉　午前10時～正午
▪対象：①市内居住の小学1年生（保護

者同伴）　②市内居住の小学2・3年生
▪定員：①10人  ②15人（①②とも先着順）
◎夏の星座と工作
▪日時：7月21日㈯、8月18日㈯　午後

7時～9時
▪対象：市内居住の小学生（保護者同伴）
▪定員：各15人（先着順）
▪参加料：500円（材料費）
▪申込み・問　直接または電話で、7月

2日㈪から市民図書館（J:COM ホル
トホール大分内　☎576-8241）へ。

アートプラザ夏のワークショップ
内容 月日

消しごむはんこでオリジナル
和風小物を作ろう！ 8月1日㈬

マーブリングでオリジナル
和風うちわつくり

8月8日㈬・
15日㈬

スクラップブッキングで
和風アルバムつくり 8月20日㈪

▪時間：午後2時～4時
▪対象：小学生とその保護者
▪定員：各15組（いずれも多数時は抽選）
▪参加料：500円（材料費）
▪その他：保護者は「西元祐貴 龍のキ

セキ」大分展の未使用の観覧券が必要
▪申込み・場所・問　往復はがきに、住所、

氏名（ふりがな）、学年、年齢、電話番号、
イベント名、希望日を記入し、7月18日
㈬〈必着〉までにアートプラザ（〒870-
0046　荷揚町3-31　☎538-5000）へ。

無料

親子LED工作教室
▪日時：7月22日㈰　午前10時～正午、

午後1時30分～3時30分
▪対象：小学生とその保護者
▪定員：各25組（先着順）
▪参加料：1,000円（材料費）
▪申込み・場所・問　電話で、7月1日㈰

からライフパル（☎573-3770）へ。

夏休みジュニア体操教室
▪日時：7月23日㈪・24日㈫、8月1日㈬・

2日 ㈭・3日 ㈮・4日 ㈯・21日 ㈫・22日
㈬・23日㈭・24日㈮〈全10回〉　午後
1時～3時
▪場所：コンパルホール5階　体育室
▪対象：市内または由布市居住の小学生
▪定員：60人（各学年10人程度、多数時

は抽選）
▪参加料：4,000円（10回分）
▪申込み・問　往復はがき（1人1枚）に、

教室名、住所、氏名（ふりがな）、性別、
学年、保護者氏名、電話番号を記入
し、7月13日㈮〈必着〉までにコンパル
ホール（〒870-0021　府内町一丁目
5-38　☎538-3700）へ。

産業活性化プラザセミナー
「新ウェブサービス解説セミナー」
▪月日：①8月1日㈬　②8月8日㈬
▪時間：午後6時30分～8時30分
▪場所：J:COM ホルトホール大分2階　

セミナールーム
▪講師：①志賀 飛太氏〈シェアードク

リエイション㈱代表取締役〉
　②渡邊 俊之氏（HOCORU代表）
▪定員：各45人（先着順）
▪申込み・問　産業活性化プラザに備え

付けの申込書（市ホームページでダウ
ンロードも可）に記入し、7月1日㈰～
31日㈫に同プラザ（☎576-8879）へ。

歴史資料館
「夏休みジュニア歴史探検」
▪日時：8月2日㈭　午前9時30分～午

後3時30分
▪対象：小学4年生～中学生
▪定員：30人（多数時は抽選）
▪参加料：500円
▪申込み・場所・問　往復はがきに、住

所、氏名（ふりがな）、性別、学年、電
話番号を記入し、7月15日㈰〈消印有
効〉までに歴史資料館（〒870-0864　
大字国分960-1　☎549-0880）へ。

無料

アート・ワンダーランド2018
想像してみ展

てん

！
▪期間・時間：7月10日㈫～9月24日㈪
　午前10時～午後6時（入館は午後5時

30分まで）
▪料金：一般…300円、高校生・大学生

…200円、中学生以下無料
▪場所・問　市美術館（☎554-5800）

「おおいたデザインエイド2018」
トークイベントVol.1
▪日時：7月29日㈰　午後4時～
▪場所：平和市民公園能楽堂
▪内容：中川 政七氏〈㈱中川政七商店　

会長〉による講演「（仮）経営とデザイ
ンの幸せな関係」
▪定員：300人（先着順）
▪その他・問　応募方法など詳しくは、

市ホームページをご覧になるか、商
工労政課（☎585-6011）へ。

魚料理教室
▪日時：7月15日㈰　午前9時30分～
　午後1時
▪定員：20人（多数時は抽選）
▪参加料：1,000円（材料費）
▪申込み・場所・問　往復はがき（1組1

枚）に、住所、氏名、電話番号（団体・グ
ループは名称と人数も）を記入し、7
月9日㈪〈必着〉までに公設地方卸売
市場管理事務所（〒870-0018　豊
海三丁目2-1　☎533-3113）へ。

夏休み企画！孫と一緒に箸置き作り
▪日時：8月8日㈬　①午前9時30分～11

時30分　②午後1時30分～3時30分
▪対象：市内または由布市に居住または

通勤、通学している小学生とその祖父母
▪定員：各10組（1組4人まで、多数時は抽選）
▪参加料：1人300円（材料費）
▪講師：Kana氏（現代美術家）
▪申込み・場所・問　往復はがきに、住所、

参加者全員の氏名（ふりがな）・性別、子
どもの学年、祖父母の年齢、電話番号、希
望時間を記入し、7月10日㈫〈消印有効〉ま
でに男女共同参画センター（〒870-0021　
府内町一丁目5-38　☎574-5577）へ。

イベント

無料

講座＆教室
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開館から20年を迎える大分市美術館は、大分ゆかりの作家による
数多の芸術作品にふれられる、“アートの源泉”。
その所蔵品の中から、市にゆかりのある作品や芸術家を
シリーズで紹介します。

第２回

開催予定の展覧会

生野 祥雲斎  「波紋」〈1961年〉

自
然
現
象
か
ら
の

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

繊
細
に
表
現

特別展 

明和電機ナンセンスマシーン展 in 大分

７月７日㈯から

土佐信道が率いる芸術ユニット「明和電機」。彼らが発表した不思議な製
品「ナンセンスマシーン」は、世界でも注目を集めています。非日常空間
を体感しに、ぜひお越しください。

観覧料
一般
1,200円

高校生・大学生
900円

中学生以下
無料

午前10時～午後6時
（入館は午後5時30分まで）

７月の休館日
３日㈫・９日㈪・17日㈫

☎554-5800

大分市美術館
の
所蔵品

Oita×Art

　背後からの光をあびて、淡い波紋が浮かび上
がり、明かりの中に奥行きを感じます。この作
品を制作したのは、竹工芸の分野で初めて人間
国宝に認定された日本を代表する工芸家、生野
祥雲斎（1904年～1974年）です。
　別府湾沿いの国道から少し入った大分市白
木に、祥雲斎が暮らした家「此

し く ん て い

君亭」がありま
す。背後が丘となっており、もとは柞原八幡
宮の田んぼがあったところだそうです。「此
君」とは竹の異名で、東晋の書聖・王

お う ぎ し

羲之の子
王
お う き し

徽之が、竹の美しさを褒めたたえて読んだ詩

文の中の「此君」を引用したものです。祥雲斎
はこの詩文の一行を自宅の石柱にも刻んでい
ます。
　その「此君亭」の庭には、小川の水を取り込
んだ池が今も残り、鯉がゆったり泳いでいま
す。祥雲斎はある雨の日に池に落ちる雨粒に
よって生じる波紋を見て、後にこの作品を制作
しています。スクリーンの前面と後面に竹の輪
を配置し、背後から光を当てることによって淡
い円を重なるように浮かべ、水の波紋が幾重に
も広がる様子を繊細に表現した作品です。
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善意の寄付が相次いでおります。
お礼申し上げます。
社会福祉協議会へ　
香典返し寄付
▪ 大分地区　山本壽見子(長谷町)/安部良

介(新春日町)/平田武利(明野高尾)/平田
章子(明野北)/須賀三千代(新春日町)/利
光健二(萩原)/古川嘉彦(荷揚町)/古賀美
佐子(大道町)/原田キミ子(南生石東)/工
藤重利(金池南)
▪ 鶴崎地区　谷村徳子(広内)/山中 代(葛

木)/大東敏宏(森町)
▪ 大在地区　姫野和樹(汐見)/藤澤礼子(城

原)
▪ 坂ノ市地区　藍澤寛一(坂ノ市中央)/姫
野哲(坂ノ市中央)
▪ 大南地区　吉田武子(中戸次)/佐藤 子

(ひばりヶ丘）
▪ 稙田地区　井立常喜(寒田北町)/朝来野

静代(田尻)/麻生久典(鴛野)/大久保和弘
(横瀬)/切石敏子(星和台)
▪ 佐賀関地区　秦タズ子(佐賀関)
▪ 市外　朝見陽次(横浜市)
 以上5月15日受付分まで

　○に入る言葉は何かな？ヒントは、
この市報の中にあります！
九州と関東を結ぶ3航路、週11便が運航。

大量の貨物を一度に運べる船は
「●●●●船」

▪応募方法
　はがきに、答え、住所、氏名、年齢、電話
番号、市報の感想を記入し、7月15日㈰

〈消印有効〉までに広聴広報課（〒870-
8504　荷揚町2-31　☎537-5713）へ。
正解者の中から抽選で、3人に7月7日㈯
から開催の市美術館特別展「明和電機
ナンセンスマシーン展 in 大分」のペア
チケットをプレゼントします。
※当選者の発表は、発送をもって代え
させていただきます。

6月1日号「市報クイズ」の答え
肥後藩の参勤交代に用いられ、

海舟・龍馬が通った街道は
「　肥○　後○　街道」

善意の泉 敬
称
略

市報クイズ

「九六位山キャンプの夕べ」
綱引き参加者募集
▪日時：7月21日㈯　午後5時～
▪場所：九六位山キャンプ場
▪部門：●大人の部（中学生以上）　●子ど

もの部（小学生以下）　※1チーム6人
▪申込み・問　電話（月・水・金曜日受付）

またははがき、ファクスで、参加部門、
チーム名、代表者の氏名・電話番号を、
7月1日㈰から実行委員会事務局（〒
870-0276　大字宮河内4547-1　川添
校区公民館内　☎・ 529-2388）へ。

ハッピーファミリー応援教室
①プレママ・プレパパスクール
▪時間：午後1時～4時
▪内容：妊娠期の心身の変化と過ごし

方、新生児の育児講座、妊婦体験、沐
もく

浴
よく

実習など
▪対象：初妊婦とその夫
▪定員：12組（先着順）
▪持参品：母子健康手帳
②親子スキンシップ教室
▪時間：午後1時30分～4時
▪内容：ベビーマッサージなど
▪対象：生後3～5カ月児とその父母
▪定員：17組（先着順）
▪持参品：母子健康手帳、バスタオル、

おむつシート
▪月日：7月21日㈯
▪場所：鶴崎市民行政センター
※①・②の教室参加者の交流会もあり。
▪申込み・問　電話で、7月2日㈪から

県助産師会（☎534-0753）へ。

長崎日帰りバスツアー
▪日時：7月28日㈯・29日㈰　午前7時

30分～午後7時30分
▪内容：ペンギン水族館の見学と長崎

港で行われるペーロン大会の観戦
▪集合場所：要町貸切バス駐車場
▪定員：各49人（先着順）　※最少催行

人数は各35人
▪参加料：①出島ワーフランチコース

…6,900円　②旬のはも御膳コース
…7,900円（①②とも昼食代込み、小
学生以下は①4,900円　②5,400円）
▪申込み・問　電話で、7月2日㈪から

長崎国際観光コンベンション協会
（☎095-823-7423）へ。

街の ホ
ッ
ト情報

無料

無料

人権・行政困りごと相談所
▪日時：7月19日㈭　午前10時～午後

3時
▪場所：鶴崎市民行政センター
▪相談員：人権擁護委員、行政相談委員
▪相談内容：差別・セクハラ・パワハラ・い

じめ・体罰などの人権問題、行政の手続
き・サービスについて困っていること

問　大分地方法務局（☎532-3368）、
大分行政監視行政相談センター（☎
532-3715）

第110回市民水泳競技大会
▪日時：7月22日㈰　午前10時～
▪場所：市営温水プール（西浜）
▪対象：市内居住の小学生以上
▪参加料（1種目）：大学生、一般…800

円　小・中学生、高校生…400円
▪その他：競技種目や申込方法など詳

しくは、市営温水プールに備え付け
の大会要領をご覧ください。
▪申込期間：7月1日㈰～8日㈰
問　市水泳協会事務局 木本（☎090-

1167-2604）

夏休み子ども温泉教室
　温泉の仕組みや、泉質、効能などを、
楽しく学べる教室です。
▪日時：7月26日㈭　午前10時～正午
▪場所：丹生温泉
▪対象：小学4～6年生の子どもとその

保護者
▪定員：30組(多数時は抽選)
▪その他：参加者は当日の入浴料が無

料(記念品付き)
▪申込み・問　往復はがきに、住所、電話

番号、子どもと保護者の氏名(ふりが
な）、続柄を記入し、7月13日㈮〈必着〉ま
でに大分市福祉会(〒870-0125　大
字松岡4079　☎520-0580)へ。

「障がい者アートの祭典
全国障がい者作品展」
作品募集
　障がいがある人の絵画、写真、書道、
彫刻、工芸、手芸、文芸（短歌、俳句、川柳
など）の作品を募集します。
▪展示期間：11月9日㈮～18日㈰
▪場所：県立美術館　展示室A
▪募集期限：7月31日㈫
▪その他・問　申込方法など詳しくは、

県国民文化祭・障害者芸術文化祭局
（☎529-6286）へ。

無料

オストメイト医療相談会
▪日時：7月14日㈯　午後1時～3時30分
▪場所：県立病院3階　地域医療室
▪内容：大腸がんの現状と晩期合併症

についての講演など
問　日本オストミー協会大分県支部　

迫野（☎0978-42-5621）

無料
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市税の納付は便利で確実な口座振替（自動払込）を
ご利用ください。 問納税課　　　☎537-5611
 問国保年金課　☎537-5738

エコエコライフプラザ
ライフ ライフパル
市美術 市美術館
大銀大分銀行ドーム
ホルト J:COM ホルトホール大分
市場市公設地方卸売市場

コンパル コンパルホール
漁協佐 県漁協佐賀関支店周辺
鶴崎鶴崎駅前交差点
田ノビ 田ノ浦ビーチ
七瀬公 七瀬川自然公園

▪場所 ●無 無料イベント
●Ｓ スポーツイベント
●今号掲載ページ
●星 関崎海星館
　☎574-0100
　観覧料
　大人　420円
　高校生210円
　中学生以下無料

月 mon. 火 tue. 水 wed. 木 thu. 金 fri. 土 sat. 日 sun.

6/25 26 27 28 29 30 1
●無  再生家具と 

再生自転車の抽選会 
午後0時30分～（受付は正午まで） 
エコ☎588-1410

● フリーマーケット（雨天中止） 
 かえっこバザール 
午前10時～午後1時エコ  
☎588-1410

●無  おもちゃ病院 
午前10時～午後3時 ライフ  
☎090-7459-0915

●星  木星をみながら土星を待とう 
午後7時30分～10時

2 3 4 5 6 7 8
●無  第1月曜日は美術

館で楽しもう！
エコバッグ作り 
午前10時～正午 
午後1時～3時 市美術  
☎554-5800

●星  土星と木星、 
夏の星座をみつけ
よう（～8日） 
午後7時30分～10時

●15  明和電機 
ナンセンスマシーン展 in 大分 

（～9月24日）市美術  
☎554-5800

●Ｓ  大分トリニータ 対  
ヴァンフォーレ甲府 
午後7時～大銀

● 九州一斉！ 
相続登記相談会 
午前10時～ 
午後3時 ホルト  
※相談無料、予約
不要 
☎532-3161

9 10 11 12 13 14 15
●12  アート・ワン

ダーランド
2018 想像し
てみ展! 

（～9月24日）
市美術

●星  土星・木星・天の川
をみつけよう 

（～16日） 
午後7時30分～10時

● 市公設地方卸売市場 
「市民感謝デー」 

※青果部のみ 
午前9時～正午市場  
☎533-3113

16 海の日 17 18 19 20 21 22
●星  月と木星・土星をみ

よう（～22日） 
午後7時30分～10時

●無  夏休み天体観測ドーム開放 
（～8月26日※休館日を除く） 
日没～午後9時30分(雨天・曇天時は中止) 
※中学生以下は保護者同伴 
コンパル ☎538-3700

●無  切り絵教室 
午後1時～3時 ライフ ☎573-3770

● さがのせき朝市 
午前8時30分～（商品がなくなり次第終了） 
漁協佐 ☎575-1000

●Ｓ  大分トリニータ 対 栃木SC 
〈親子観戦DAY〉 

午後7時～大銀
●11  ラジオ体操・みんなの体操講習会

●11  ラジオ体操・
みんなの体操
会

23 24 25 26 27 28 29
● 第45回清正公

二十三夜祭歩行
者天国 
午後7時～9時30分 
鶴崎☎521-1131

●Ｓ  大分トリ
ニータ 対 
愛媛FC 
午後7時～
大銀

●星  月と木星・土星をみ
よう（～29日） 
午後7時30分～10時

●無  どこでもコンサート 
in田ノ浦ビーチ 
出演：カセロラプラス  
スティールオーケストラ 
午後6時20分～ 田ノビ  
☎537-5663 
※雨天時もビーチ内の
レストハウスで開催し
ます

●星  皆既月食観察会 
午前0時～7時

● ななせの火群まつり 
（～29日）※雨天時は延期 
午後4時30分～9時30分 
七瀬公 ☎541-1234

30 31
●星  火星大接近！観察会 

午後7時30分～10時

おおいた市 イベントカレンダー
7月

「愛の血液助け合い運動月間」です
献血は、移動採血車のほか、献血ルームわったん（トキハわさだタウン2階☎574-
6822）で受け付けています。

「社会を明るくする運動月間」です
犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生について理解を深め、犯罪や非行の
ない明るい社会を築きましょう。

今
月
の
納
税

July

7
納期限

㈫31
固定資産税

第２期
国民健康保険税

第２期

7月11日㈬～20日㈮は 
「おおいた夏の事故ゼロ運動」です
「おこさず　あわず　事故ゼロ」をスロー
ガンに交通ルールを守りましょう。

カセロラプラス
スティールオーケストラ


